
入会申し込み 詳しくは中面を
ご覧ください

詳しくは中面を
ご覧ください

1300 1299年会費　分割（年間3,000円）
1口 月250円×12回

年会費　一括
1口　1,000円

あなたも「抱樸館を支える会」の会員になりませんかあなたも「抱樸館を支える会」の会員になりませんか

　刻一刻と変わる厳しい社会状況の中、職や

住まいを失い経済的な困窮に陥ることで、人

との繋がりや地域との関係までも断ち切ら

れ、孤立する人が増え続けています。

　抱樸館はそのような方々を支援し、共に生

きる地域社会を創るために入居者の自立に

向けて伴走しています。

　なぜ、グリーンコープが生活困窮者支援事

業に取り組むのか。みなさまから頂いた会費

がどのように使われ、活かされているのかを

お伝えします。

　

以下の事業・活動を目的としています。

● 生活困窮者支援事業
● 抱樸館に関する広報活動及び資金援助活動
● これらに附帯又は関連する事業

会の目的

「抱樸館」の事業を支援し、支えることを目的に、
2010年4月10日に設立した一般社団法人です。

一般社団法人
抱樸館を支える会とは？
一般社団法人
抱樸館を支える会とは？

　ぜひ抱樸館を支える会の賛助会員に
なって、会員継続をお願いします。

「抱樸館を支える会」賛助会員のお申し込み方法

賛助会員になっていただいた組合員
の方には2ヵ月に１回、「抱樸館を支
える会」の会報をお届けします。

賛助会員になっていただいた組合員
の方には2ヵ月に１回、「抱樸館を支
える会」の会報をお届けします。

郵便振替でお申し込みください。
賛助会費（1口1,000円）を何口でも
お申し込みいただけます。

〒812－0011　
福岡市博多区博多駅前１丁目５番１号 博多大博通ビルディング10階
Tel 092-482-1964

郵便振替　01710－0－123003
（一般社団法人 抱樸館を支える会）

■ お問い合わせ ■
「抱樸館を支える会」事務局

GCweb（インターネット注文）の利用登録を
されている方は、ホームページやグリーンコー
プアプリからもお申し込みいただけます。

抱樸館福岡

抱樸館福岡の情報やお申し
込み方法などホームページ
で案内しています。

賛助会員は一度お申し込みいただくと、
翌年以降からは自動更新となります。
※二重のお申し込みにご注意ください。

賛助会員（会費）は毎年自動更新です

グリーンコープの
共同購入組合員の方

一般の方、
グリーンコープの店舗組合員の方

会員になったら…

11,263人

何口でもお申し込みいただけます。
毎月の商品代金と一緒に250円引き落とし
となります。

何口でもお申し込みいただけます。
お申し込みいただいた月の商品代金と一緒
に、毎年一括で引き落としとなります。

1300

居場所などへの支援

抱樸館を支える会は 2010 年に設立されました

分 割

一括払い

数字でみる 抱樸館を支える会

「抱樸館を支える会」のみなさんの会費が抱樸館の運営を支えています

賛助会員

※2024年8月現在

150人

賛助会員

※2024年8月現在

99社

賛助会員

※2024年8月現在

1,603人

入居者累計

※2024年8月現在 ※2023年度※2023年度

1,500万円

こども基金・フードサポート

グリーンコープの取引先 抱樸館福岡入居者累計

1,900万円

2023年度 寄付金

抱樸館 福　岡
抱樸館 北九州
抱樸館 熊　本　へ店舗組合員・一般(組合員外）共同購入組合員

一口 250円×12 回
（年間3,000円）

1299
一口 1，000円

「抱樸館を支える会」年会費

「抱樸館を支える会」年会費

合
計

一般社団法人 抱樸館を支える会

抱樸館便り
2024
Autumn

抱樸館を支える会HP

抱樸館を支える会

賛助会員 支える会の会費は
抱樸館の運営に
活かされています。

みなさんは 抱樸館をご存知ですか？



抱樸館福岡 (福岡市東区）

抱樸館熊本 (熊本市中央区）

抱樸館北九州 (北九州市八幡東区）

2010年5月に開所。居室数は81室。その
うち12室は、福岡市から受託した一時生
活支援事業のシェルターとして、緊急に住
まいが必要な方が利用している。また、
2021年9月より福岡市からの認定を受
け、日常生活支援住居施設として35室が
稼働中。一人では暮らすことが困難な方が
利用している。

〒813-0034 福岡市東区多の津5丁目5-8
tel.092-624-7771  fax.092-624-7772

開所からこれまで1,603人の方が利用

開所からこれまで500人以上の方が利用

開所からこれまで109人の方が利用

2013年6月に抱樸館熊本準備室を立ち上
げ、2018年12月に名称を「抱樸館熊本」
と改め運営。居室数は19室。

2013年9月に開所。NPO法人抱樸が運
営している。居室数は30室。終の住処と
して、あるいは自立に向けた入居（自立支
援住宅）として入居者の状況に応じて対
応している。施設内に、レストランやデイ
サービスセンターも併設。

〒805-0027 北九州市八幡東区東鉄町7-11

tel.093-883-7708  fax.093-883-7705

〒860-0811 熊本市中央区本荘
tel.096-245-7521 fax.096-245-7522

賛助会員、みなさまの会費は抱樸館の活動に活かされています

抱樸館の目指すもの 入居者の伴走をします

抱樸館は行政と連携し、入居者が共同生活を営
みながら、「就労訓練」や「各種自立支援プログラ
ム」に基づいて自立した生活が送れるように支
援します。
人は住まいや職を失うことによってのみ、絶望
的な貧困状況に陥るわけではありません。その
根源にあるのは、人と人との関わりを失うこと、
すなわち関係や絆の喪失にあります。私たちは、
それを「ホームレス（関係的困窮）」と呼んできま
した。抱樸館は、人と人との絆を結び直す場所と
なるように継続的にサポートし、ホームとして
支え続けています。

入居期間中は一人ひとりに相談員が寄り添い、一緒
に動きます。手作りの食事や、共同生活を送る仲間た
ちとの触れ合いなど、温かい関係の中で自立に向か
えるようにサポートをしています。
生活に困っている方の背景は、病気や自分では気が
つかなかった知的障がいや発達障がいがあることも
あり、仕事がうまくいかず、人間関係もうまくいかな
かったという方もいらっしゃいます。人それぞれ状
況が違うので全て解決は難しいのですが、隣に誰か
いて、一緒に考える伴走型の支援をしています。ま
た、その人一人ひとりの状況に合わせて様々な機関
につなげるコーディネートも大切な役割の一つで
す。

子どもたちへの支援にも活かされています

グリーンコープが運営している「みんなの居場所」は

23ヵ所（2024年8月現在）。子どもたちを包みこむよう

にして地域に開かれ、一人で安心して行くことができる

場所、子どもを中心に多様で多世代の人々が交流する地

域の拠点となることをめざしています。

フードサポートによる支援がますますひろがっています。

グリーンコープの「みんなの居場所」

子どもの居場所や地域の取り組みへの支援

・地域の子どもの居場所の
　　　　　　  運営支援と食料提供

・子ども食堂の運営支援と食料提供

・小中学校の朝食支援への食料提供

朝食支援の依頼を受けた福岡、大分、佐賀県内の
小・中学校に食材を提供しています。
朝食支援の依頼を受けた福岡、大分、佐賀県内の
小・中学校に食材を提供しています。

365日、朝･昼・夜と温かい、できたてのご飯を提供
しています。目指しているのは、「家庭的なごはん」
です。お腹いっぱいになるように、ご飯はおかわり
ができるようになっています。人気メニューのカ
レーライスは、２杯も３杯も食べる人が続出しま
す。お腹が満たされて、こころも満たされてほしい
と願っています。

抱樸館のご飯

抱樸館で暮らす方たち

抱樸館へ入居されている方の事情は様々で
す。例えば抱樸館福岡では、引きこもりだっ
た方、問題のある家庭から逃げてきた10代
の女の子や性的マイノリティの方もいま
す。知的障がいがある20代の女性は両親と
折り合いが悪く、ネットで調べて抱樸館へ
来ました。多様な方が抱樸館で生活してい
ます。
抱樸館は誰もが来ていい場所であり、何の
条件も無しに受け止める「抱樸」の気持ちで
支援しています。

vol.5

抱樸館を支える会 
会報誌発行

抱樸館見学・出前講座を
随時受付しています

会報誌を2ヵ月に1度お届けします

抱樸館 福岡の中庭。入居者の憩いの場となっています

地域の「子どもの居場所」や「子ども食堂」へ
食材を提供しています。
※組合員が運営に関わっているところもあります。

へえーそうなの！？

(2024 年 8 月現在）

(2024 年 8 月現在）

(2024 年 8 月現在）

抱樸という言葉に込めた思い抱樸という言葉に込めた思い
ほうぼくとは聞きなれない言葉ですが、抱樸の「ほう」は
抱く、「樸」は伐り出されたばかりの原木。表面がざらつ
いていても「そのまま抱きしめるから、今困っている方、
抱樸館においでください」という意味です。

各、抱樸館の情報はこちら

抱樸館の広報活動を行っています

ホームレス問題は、ハウスレス（物理的な家がない）ということだけではありません。
居場所がなかったり、助けてと言えなかったり、生きづらさを抱えているなど様々です。

既存の制度では支援を受けることができない方々を引き受けている施設はとても貴重です。
維持するためにもみなさんの支援が欠かせません。

助け合い、支え合い、共に生きる助け合い、支え合い、共に生きる
「抱樸館を支える会」への会費は、

抱樸館を運営していくための大きな支えとなっています。
「抱樸館を支える会」への会費は、

抱樸館を運営していくための大きな支えとなっています。

ぜひ抱樸館を支える会の賛助会員になって、抱樸館を支える仲間になってください。


